
２月号

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
生
の
声
」
を
聴
く
市
政
懇
談
会
（
栃
木
地
域
は
栃
木

市
自
治
会
連
合
会
主
催
）
が
８
月
24
日
か
ら
11
月
18
日
ま
で
市
内
16
会
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
自
治
会
や
各
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
を
中
心

に
、
延
べ
１
，０
３
５
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
当
日
は
、
市
か
ら
子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
公
費
助
成
、
新
た

な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
市
政
報
告
を
行
い
、
続
い
て
延
べ

１
３
４
人
の
方
々
か
ら
事
前
に
提
出
さ
れ
た
提
案
等
に
対
し
、
市
が
回
答
す

る
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
半
で
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
自
由
討
論
）
の
時
間
を
設
け
、
参
加

者
か
ら
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
多
く
の
提
案
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
懇
談
会
の
提
案
等
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
22
年
度

 
「
市
政
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

■
提
案
の
内
容

　

懇
談
会
に
は
、
提
案
等
１
４
８
件

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
生
活
に
密

着
し
た
道
路
整
備
に
関
す
る
案
件
が

多
く
見
ら
れ
、
次
い
で
、
環
境
問
題
、

ま
ち
づ
く
り
、
生
活
問
題
に
関
す
る

提
案
等
が
あ
り
ま
し
た
。

※
フ
リ
ー
ト
ー
ク
分
を
除
く

■
主
な
提
案
等

●
市
内
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

●
永
野
川
河
川
敷
遊
歩
道
に
つ
い
て

●
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

●
火
災
報
知
機
に
つ
い
て

●
栃
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開

発
事
業
に
つ
い
て

●
有
害
獣
対
策
に
つ
い
て

●
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
地
区
の
支
援

に
つ
い
て

●
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す

る
助
成
に
つ
い
て

●
錦
着
山
公
園
内
の
管
理
に
つ
い
て

●
防
犯
灯
の
省
エ
ネ
化
に
つ
い
て

●
Ｊ
Ｒ
大
平
下
駅
の
ト
イ
レ
整
備
に

つ
い
て

●
保
育
施
設
の
開
設
時
間
延
長
に
つ

い
て

●
生
活
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て

●
自
治
会
の
再
編
に
つ
い
て

●
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
巡
回
バ
ス
の
停

留
所
設
置
に
つ
い
て

●
集
合
病
院
（
医
療
モ
ー
ル
）
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

●
藤
岡
高
校
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

●
下
都
賀
総
合
病
院
の
移
転
先
に
つ

い
て

●
藤
岡
総
合
支
所
部
屋
出
張
所
に
つ

い
て

●
男
性
高
齢
者
の
料
理
教
室
の
開
催

に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
税
・
都
市
計
画
税

に
つ
い
て

●
藤
岡
警
察
署
の
交
番
化
に
伴
う
自

動
車
運
転
免
許
証
更
新
に
つ
い
て

●
通
称
鹿
沼
街
道
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

●
学
童
保
育
の
現
状
と
対
策
に
つ
い

て
●
北
関
東
自
動
車
道
都
賀
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
開
発
に
つ
い
て

●
思
川
沿
岸
の
景
観
形
成
と
水
流
の

利
用
に
つ
い
て

●
ホ
タ
ル
が
発
祥
す
る
逆さ
か

川が
わ

の
管
理

費
用
補
助
金
に
つ
い
て

●
カ
タ
ク
リ
の
里
に
つ
い
て

公園・施設整備
4件
2.7%

観光
3件
2.0% 合併

1件
0.7%

教育
6件
4.0%交通安全

11件
7.4%

福祉
13件
8.8%

河川・水路整備
13件
8.8% 生活

16件
10.8%

まちづくり
16件
10.8%

道路整備
30件
20.3%

環境保全
18件
12.2%

その他
17件
11.5%
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■
ご
意
見
の
一
例

高
齢
者
等
の
生
活
交
通
の
確
保

に
つ
い
て

　

公
共
交
通
は
、
栃
木
駅
か
ら
寺
尾

方
面
へ
の
生
活
バ
ス
、
中
心
市
街
地

の
循
環
バ
ス
「
の
ら
っ
せ
号
」、
吹

上
、
皆
川
、
大
宮
、
国
府
、
栃
木
地

区
に
お
け
る
無
料
福
祉
バ
ス
が
運
行

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
公

共
交
通
で
は
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱

者
に
と
っ
て
は
通
院
や
生
活
用
品
の

買
い
物
等
、
ま
だ
ま
だ
不
便
な
状
況

で
す
。

　

市
で
も
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者

対
策
と
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消

の
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
方
々
が
安

心
し
て
通
院
や
生
活
に
必
要
な
買
い

物
が
で
き
る
よ
う
な
「
日
常
生
活
の

足
」
を
ぜ
ひ
確
保
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答

　

近
年
、
高
齢
者
や
移
動
手
段
を
持

た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
と
言
わ

れ
る
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
通
院
や

買
い
物
あ
る
い
は
社
会
参
加
な
ど
日

常
生
活
に
不
可
欠
で
あ
り
、
極
め
て

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
い
っ
た
新
た

な
地
域
の
公
共
交
通
を
含
め
、
移
動

に
困
難
な
方
々
や
公
共
交
通
の
な
い

地
域
の
方
々
に
対
し
て
地
域
公
共
交

通
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
栃

木
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
現
在
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
や
各
地
域
の

地
理
的
な
特
性
の
分
析
を
行
い
、
３

月
ま
で
に
は
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
23
年
度
秋
ご
ろ
ま

で
に
は
試
験
運
行
を
行
い
、
そ
の
後

見
直
し
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
本
格

運
行
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
良
瀬
遊
水
地
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
日
本
で
こ
こ
だ

け
の
珍
し
い
動
植
物
が
生
息
し
て
お

り
大
変
貴
重
な
湿
原
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
芝
生
な
ど
が
あ

る
た
め
大
勢
の
お
客
さ
ん
が
遊
び
に

来
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
小
さ
い
売
店
や
貸
自
転

車
を
や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
で
は
、
市
の
財
政
に
貢
献
し
て
い

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
折
角
の
貴

重
な
遊
水
地
な
の
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て
有
効
活
用
を
図
り
、

市
の
財
政
に
役
立
た
せ
る
よ
う
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

回
答

　

渡
良
瀬
遊
水
地
に
は
、
年
間
約

１
０
０
万
人
も
の
方
々
が
遊
水
地
の

魅
力
に
惹
か
れ
、
こ
こ
を
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

遊
水
地
の
魅
力
は
人
に
よ
っ
て
も

感
じ
る
と
こ
ろ
も
違
い
ま
す
。
草
花

で
あ
っ
た
り
、
鳥
で
あ
っ
た
り
、
限

り
な
く
広
い
大
地
や
空
間
で
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
魅
力
を
持

つ
遊
水
地
を
い
か
に
活
用
す
る
か
で
、

地
域
の
振
興
が
左
右
さ
れ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

渡
良
瀬
遊
水
地
の
活
用
方
法
は
、

観
光
的
な
活
用
が
主
に
な
っ
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
見
て
歩
く

だ
け
の
観
光
で
は
な
く
、
例
え
ば
遊

水
地
の
大
き
さ
を
存
分
に
生
か
し
た

ス
ポ
ー
ツ
体
験
で
あ
っ
た
り
、
歴
史

や
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
体
験
型

の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
り
、

ま
た
、
遊
水
地
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
っ

た
花
火
大
会
の
復
活
で
あ
っ
た
り
と
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
遊
水
地
で
す
の

で
、
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
合
併
し
た
今
、
他
の
地
域

の
観
光
資
源
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
滞
在
型
の
観
光
に
つ
な
げ
る
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
行
政
と
一

緒
に
な
っ
て
、
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
り
、
結
果
と
し
て
遊
水
地
の
有

効
な
活
用
が
で
き
、
地
域
の
振
興
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
行
わ
れ
た
市
政
懇
談
会
の
提

案
等
を
ま
と
め
た
資
料
は
、
次
の
と

こ
ろ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
本
庁
企
画
課
（
本
庁
舎
２
階
）

○
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

○
栃
木
地
域
の
公
民
館

◇
問
合
先

本　

企
画
課 

☎
（21）
２
２
２
４

大　

地
域
振
興
課 

☎
（43）
９
２
０
５

藤　

地
域
振
興
課 

☎
（62）
０
９
０
０

都　

地
域
振
興
課 

☎
（29）
１
１
０
０

（イメージ図）
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